

































F(nl) α1 、 α~) = F1 (nl，α1) + F~(向?α~)+ Fo(n -nl -n~) 
ここで、問、町はそれぞれ、各領域における高分子セグメントの数と、高分子半径の膨張因子を示す。領
域!と 2のそれぞれの溶媒と高分子鎖の聞の相互作用は Flory-Hugginsパラメーター χi(i=l， 2)で与えら
れる。熱平衡状態は自由エネルギーを 3つの変数nl，α1，α2で最小にすることによって得られる。図 2は
領域2がχ2ニ 0.5(テーター溶媒)のとき、領域 lを良溶媒から貧溶媒にしていったときの、領域 lにお
ける高分子セグメントの割合 (nl/n)を計算した結果を示す。高分子のセグメント数が 10から 100まで
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nl cx t1/(l+v) 
が得られる。従って、良溶媒の領域へ高分子鎖が貫通していくとき (ν=3/5， Zimmモデル)、領域 lのセ
グメント数の時間変化は(後期段階で)η1cx t5/8で与えられる。
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